電気鋼市場は、EV需要とエネルギーインフラの拡大により、2032年までに635億米ドルに達する見込み
電磁鋼は、小型リレー、ソレノイド、電気モーター、発電機など、さまざまな電磁デバイスに使用されています。電磁鋼は、発電機、電気モーター、リレー、ソレノイド、およびさまざまな電磁装置にさまざまな用途があり、これらはすべて配電システムおよび関連分野で重要な役割を果たしています。米国は、世界第2位の発電国です。
世界の電磁鋼板市場規模は2023年に372億7000万米ドルと評価され、2024年の395億4000万米ドルから2032年までに635億米ドルに成長し、予測期間(2025年から2032年)の間に6.1%のCAGRで成長する態勢を整えています。
無料サンプルレポートを入手: https://www.skyquestt.com/sample-request/electrical-steel-market 
市場概況
パンデミックが世界経済の成長に与えた破壊的な影響にもかかわらず、プラグイン車の販売台数は約324万台に急増し、43%以上の大幅な増加となりました。特に、ヨーロッパは中国を抜いて最大のEV市場となり、EVの販売台数は137%と大幅に増加しました。このようなEV生産の増加は、電気モーターの利用を直接促進し、電磁鋼板の需要を押し上げています。電磁鋼板の需要の高まりにより、メーカーは生産能力を拡大するようになりました。例えば、2021年5月、JSWスチールとJFEスチール株式会社は、インド国内での電磁鋼板の製造・販売を専門とする合弁会社を設立する可能性を探る覚書(MoU)を締結しました。環境問題と政府のインセンティブに牽引された電気自動車の台頭により、電磁鋼板の需要は大幅に押し上げられました。この材料は、EVのモーターやバッテリーに不可欠であり、エネルギー効率を高め、航続距離を延ばします。
主な市場促進要因
· 電気自動車の採用:EVの生産の急増により、高性能モーターが必要になり、電磁鋼、特に非穀物指向タイプの需要が高まっています。 
· 再生可能エネルギーの統合:風力や太陽光発電などの再生可能エネルギー源への移行には、効率的な変圧器と発電機が必要であり、穀物指向の電磁鋼の必要性が高まっています。 
· インフラの近代化:発展途上国は電力インフラのアップグレードに投資しており、変圧器や配電システムでの電磁鋼板の消費量が増加しています。 
市場セグメンテーション
· タイプ別:
· 方向性電磁鋼板(GOES):2023年に51.7%のシェアを占め、主に変圧器で使用され、市場を支配しています。
· NGOES(Non-Grain-Oriented Electrical Steel):EVモーターや発電機への応用により、最も急速な成長が見込まれています。
· アプリケーション別:
· 変圧器:2023年に52.0%で最大の市場シェアを保持し、配電に不可欠です。
· モーター:EVの採用の増加により、大幅な成長が見込まれています。 
· エンドユーザー別:
· エネルギー&電力
· 自動車
· 家電 製品
· 加工
地域インサイト
· アジア太平洋地域:世界市場をリードし、CAGR5.8%で成長すると予想されています。特にインドは、電力セクターに1,793億1,000万米ドルを投資しており、南アジア・太平洋地域の売上高の44%を占めています。
· ヨーロッパ:自動車産業の成長と電気自動車へのシフトにより、CAGR6.8%で成長すると予想されています。 
キープレーヤー
電磁鋼板市場の主要企業は次のとおりです。 
· アルセロール・ミッタル(ルクセンブルク)
· POSCO(韓国)
· Voestalpine AG (オーストリア)
· China Baowu Steel Group Corporation (中国)
· 新日本製鐵株式会社(日本)
· United States Steel Corporation (米国)
· Steel Authority of India Limited(インド)
· TATA Steel Limited(インド)
· Thyssenkrupp AG (ドイツ)
· JFEスチール株式会社(日本)
· Shagang Group Inc.(中国)
· 安鋼集団公司(中国)
· 山東鉄鋼グループ有限公司(中国)
· NLMK Group (ロシア)
· AKスチールホールディングコーポレーション(米国)
· 宝鋼集団 (中国)
· SSAB AB (スウェーデン)
· Hyundai Steel Company (韓国)
· Voestalpine Stahl GmbH (オーストリア)
· オウトクンプ・オイジ(フィンランド)
これらの企業は、増大する需要を満たすために、戦略的なコラボレーション、技術の進歩、生産能力の拡大に注力しています。
最近の動向
· 2024年2月、ティッセンクルップは、シーメンス・エナジー社に低炭素排出の粒状電磁鋼板の供給を受注しました。 
· JSW SteelとJFE Steelは共同で、インドの製鉄所に5,500億ルピーを投資し、電気グレードの方向性鋼を製造しました。 
· ポスコは、EVやハイエンド家電業界からの需要増に対応するため、光陽製鉄所に環境に優しい無方向性電磁鋼板工場「Hyper No」の建設初期を完了しました。 
今後の見通し
電磁鋼板市場は、世界的なエネルギー効率の向上、電動モビリティへの移行、再生可能エネルギーインフラの拡大に牽引され、大幅な成長が見込まれています。しかし、高い初期投資や原材料価格の変動などの課題が市場のダイナミクスに影響を与える可能性があります。技術革新と支援政策を通じてこれらの課題に対処することは、持続的な成長にとって極めて重要です。
包括的な分析については、SkyQuest Technologyのレポート全文を参照してください https://www.skyquestt.com/report/electrical-steel-market   
